
9
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ぁ
ぶ
る
」

は
、
県
北
初
の
ユ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
で
す
。
学
校
で
も
家
庭
で
も

な
い
、10
代
の
第
3
の
居
場
所
。

放
課
後
や
休
日
に
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
で
す
。こ
の
写
真
は
、

オ
ー
プ
ン
当
日
に
撮
影
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事

は
27
㌻
）。   

ち
な
み
に
、
こ
の

施
設
は
も
と
も
と
空
き
家
だ
っ

た
の
で
す
。

考えてみる  家と地域の将来の話　P02～
市政トピックス　   　　 　　　 P08～
お知らせ　　　　　    　　　      P10～
真庭が好きっ読者の広場　　 　　P20～
真庭人　福本和史さん　　　 　　P24～
研鑽に栄誉　     　　   　　 P25～
ぐるっと真庭  まちの話題 　　　  P26～

僕らの居場所
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交流定住センター
左から野島さん、甲田さん

貸
し
た
い・
売
り
た
い
人

借
り
た
い・
買
い
た
い
人

①登録申請 空き家情報バンク

宅地建物取引業者

真庭市
（交流定住センター） ③閲覧

②情報発信
（住まいる岡山に掲載）

住まいる
岡山

登録までの流れ
交流定住センターが
サポート

空き家情報バンクへの登録は、
真庭市交流定住センターが窓口となってサポートします

真庭市交流定住センター

申請から登録まで、センタースタッフがお手伝いします。
空き家を所有している人はご連絡ください。
※物件の状態によっては、登録をお断りする場合があります。

開館時間／午前10時～午後5時（月、火曜は休館）
所在地／真庭市久世2374-3
TEL／0867-44-1031
Email／info@cocomaniwa. com

STEP1  申請書に記入
STEP2  現地下見会（※1）に参加
STEP3  宅地建物取引業者と契約（※2）を結ぶ
　　 ➡ 空き家情報バンクへ登録

※1 空き家の所有者と宅地建物取引業者
　　 をマッチングするため、  現地で物件
　　   確認と面談を行います。
※2　１社の宅地建物取引業者とのみ契約
　　  する専任媒介契約です（ただし、所有
　　  有者が取引相手を見つけて直接取引
　　 することも可）。

真庭市交流定住センター
ホームページ▶

④交渉・売買または賃貸契約

仲介

連携

家と地域の将来の話
考えてみる

人が住まなくなった『空き家』が増加しており、中には、
長期間放置され、危険な状態となっているものもあります。
一方、地域の中で有効に利活用されているものもあります。
　今月は、空き家の管理と利活用について取り上げ、空き家
を地域資源として活用する取り組みを紹介します。

別荘などの二次的住宅

平成20年

3,110

3,830 3,900

平成25年 平成30年

（戸） （%）

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
今
、

全
国
で『
空
き
家
』が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）に
国
が
行
っ

た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
は
、
全
国

の
空
き
家
は
８
４
８
万
９
千
戸
に
も
な

り
、
空
き
家
率
（
住
宅
総
数
に
占
め
る

空
き
家
の
割
合
を
指
す
）
は
13
・
６
％

で
、
と
も
に
過
去
最
高
で
し
た
。
真
庭

市
で
も
調
査
の
た
び
に
空
き
家
は
増
加

し
て
お
り
、
空
き
家
率
も
全
国
平
均
を

越
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

空
き
家
の
大
半
は
、
別
荘
と
し
て
使

用
さ
れ
た
り
、
売
却
や
賃
貸
の
た
め
に

管
理
さ
れ
た
り
す
る
も
の
以
外
の
『
そ

の
他
の
住
宅
』
で
す
。
こ
の
よ
う
な
住

宅
は
管
理
が
不
十
分
な
状
態
と
な
る
こ

と
が
多
く
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

家
は
使
わ
れ
な
く
な
る
と
劣
化
が
急

速
に
進
み
ま
す
。
適
切
な
管
理
を
せ
ず

放
置
す
る
と
、
資
産
価
値
が
下
が
る
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
生

じ
ま
す
。

◆
周
辺
の
人
や
物
を
傷
つ
け
る
危
険
性

・
家
屋
の
倒
壊
や
崩
壊

・
屋
根
材
や
外
壁
材
の
落
下
や
飛
散

◆
衛
生
面
や
景
観
の
悪
化

・
悪
臭
の
発
生

・
害
虫
や
害
獣
の
繁
殖

・
樹
木
や
雑
草
の
繁
茂

◆
防
犯
性
や
防
災
性
の
低
下

・
ご
み
の
不
法
投
棄

・
放
火
な
ど
に
よ
る
火
災
発
生

・
不
審
者
の
侵
入
や
不
法
滞
在　

な
ど

　

空
き
家
の
放
置
は
、
所
有
者
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
近
隣
住
民
に
も
迷
惑

を
か
け
、
地
域
の
住
環
境
に
も
悪
影
響

を
与
え
ま
す
。
今
後
も
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
空
き
家
の
適
切
な

管
理
や
空
き
家
の
利
活
用
が
、
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

数値参照：住宅・土地統計調査（総務省）

空
き
家
放
置
の
リ
ス
ク

空
き
家
放
置
の
リ
ス
ク

増
え
続
け
る『
空
き
家
』問
題

増
え
続
け
る『
空
き
家
』問
題

適
切
な
管
理
と
利
活
用
が
大
切

適
切
な
管
理
と
利
活
用
が
大
切

真庭市の空き家数の推移 （空き家の種類別）真庭市の空き家数の推移 （空き家の種類別） 空き家の管理と利活用空き家の管理と利活用

Maniwa 02



交流定住センター
左から野島さん、甲田さん

貸
し
た
い・
売
り
た
い
人

借
り
た
い・
買
い
た
い
人

①登録申請 空き家情報バンク

宅地建物取引業者

真庭市
（交流定住センター） ③閲覧

②情報発信
（住まいる岡山に掲載）

住まいる
岡山

登録までの流れ
交流定住センターが
サポート

空き家情報バンクへの登録は、
真庭市交流定住センターが窓口となってサポートします

真庭市交流定住センター

申請から登録まで、センタースタッフがお手伝いします。
空き家を所有している人はご連絡ください。
※物件の状態によっては、登録をお断りする場合があります。

開館時間／午前10時～午後5時（月、火曜は休館）
所在地／真庭市久世2374-3
TEL／0867-44-1031
Email／info@cocomaniwa. com

STEP1  申請書に記入
STEP2  現地下見会（※1）に参加
STEP3  宅地建物取引業者と契約（※2）を結ぶ
　　 ➡ 空き家情報バンクへ登録

※1 空き家の所有者と宅地建物取引業者
　　 をマッチングするため、  現地で物件
　　   確認と面談を行います。
※2　１社の宅地建物取引業者とのみ契約
　　  する専任媒介契約です（ただし、所有
　　  有者が取引相手を見つけて直接取引
　　 することも可）。

真庭市交流定住センター
ホームページ▶

④交渉・売買または賃貸契約

仲介

連携

家と地域の将来の話
考えてみる

人が住まなくなった『空き家』が増加しており、中には、
長期間放置され、危険な状態となっているものもあります。
一方、地域の中で有効に利活用されているものもあります。
　今月は、空き家の管理と利活用について取り上げ、空き家
を地域資源として活用する取り組みを紹介します。

　
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
」
空
き
家
の
情
報

を
、「
借
り
た
い
・買
い
た
い
」人
に
提
供
す
る

た
め
の
制
度
で
、
真
庭
市
と
不
動
産
事
業
者

団
体
と
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
物
件
情

報
は
、
岡
山
県
内
最
大
の
不
動
産
情
報
サ
イ

ト
『
住
ま
い
る
岡
山
』
へ
掲
載
さ
れ
、
広
く

情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

成
約
に
至
れ
ば
、
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
空
き
家
家
財
道
具
等
撤

去
補
助
金
な
ど
の
支
援
制
度
が
活
用
で
き
ま

す
。

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
と
は

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
と
は

空
き
家
の
利
活
用
を
考
え
る
な
ら

空
き
家
の
利
活
用
を
考
え
る
な
ら

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
、

住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と

空き家情報バンクに
ついてはこちら
真庭市
ホームページ▶

真庭市空き家
情報バンク（H20～）
累計登録物件数 ２２２件
累計成約件数　   89件

（令和５年４月１日時点）
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今
、
街
の
中
に
空
き
家
が
本
当
に
増

え
て
き
て
、
心
配
で
何
と
か
し
よ
う
と

こ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
移
住
者
に
と
っ
て
、
移
住
先

と
し
て
必
要
な
条
件
は
、
一
番
が
住
む

と
こ
ろ
、
次
に
収
入
が
無
い
と
生
き
て

い
け
な
い
の
で
仕
事
、
そ
し
て
や
は

り
子
育
て
環
境
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う

か
。
田
舎
に
憧
れ
て
探
し
て
い
る
人
は

い
っ
ぱ
い
居
る
と
思
う
ん
で
す
。
で

も
や
っ
ぱ
り
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、

し
っ
か
り
情
報
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
多
く
の
人
が
行
く
ん
で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
、
皆
さ
ん
に
来
て
ね
っ
て
言
う
た

め
に
も
、
空
き
家
活
用
は
や
っ
ぱ
り
必

要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
も
、
今
か
ら
26
年
前
に
北
房
に

来
た
移
住
者
で
す
。
移
住
希
望
者
が
お

ら
れ
れ
ば
、
空
き
家
の
情
報
提
供
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
自
分
の
経
験
を
伝
え
た
り
、

空
き
家
チ
ー
ム
と
し
て
で
き
る
限
り
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
移

住
に
は
、来
て
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
も
、も
の

す
ご
く
大
事
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
も
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
た
い
っ

て
い
う
思
い
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
い

け
れ
ば
。
来
た
人
を
受
け
入
れ
る
気
持

ち
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
少
し
ず
つ
で
も
活
動
を
続
け
て
、

も
っ
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北房未来づくりネットワーク
空き家活用チーム

平泉　繁 さん （下呰部） 　

　北房地域振興計画を策定するために集まった地域住民が母
体となり、令和４年に発足した、北房未来づくりネットワーク。
その中で、空き家活用や移住者支援をテーマに活動するメン
バーで構成している団体です。今年、定住支援活動奨励団体
に登録されました。

空き家を改修して整備された地域の拠点
① 中和の地域づくり拠点『えがお商店』
② 社地域の活動拠点『神戸 （ごうど）の館』

①

② 

　空き家を活用して移住者を積極的に受
け入れ、地域住民が主体となって、移住者
の定住支援や地域の活性化などに取り組
んでいる地域があります。
　このような取り組みをしている自治会な
どの団体を、真庭市では定住支援活動奨
励団体として登録し応援しています。その
中の３つの団体の代表者にお話を聞きま
した。

空き家を地域資源に空き家を地域資源に
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若
者
が
地
域
を
支
え
る
人
材
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
齢
者
の
方
と
、
亡
く
な
っ
た

後
家
を
ど
う
す
る
か
、
話
す
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
移
送
支
援
や

日
常
の
困
り
ご
と
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

活
動
も
し
て
い
て
、
地
域
や
高
齢
者

の
方
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
話
せ
る
関

係
性
が
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
人
が
使
わ
な
く
な
っ
て
一
、二
年

過
ぎ
る
と
、
家
は
使
い
物
に
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
、

な
る
べ
く
早
く
把
握
で
き
て
い
れ
ば
、

移
住
者
の
方
が
現
れ
た
と
き
も
い
ろ
い

ろ
な
対
応
が
で
き
る
し
、
話
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
や
す
い
で
す
。
普
段
か
ら
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
関
わ
り
が
一

番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
地
域
づ
く
り
活
動
を
、
中
和
い
き
い

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
総
称
し
て
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
平
成
29

年
に
は
、
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
空
き
家
調
査
や
『
え
が
お
商
店
』

の
整
備
を
行
い
、
中
和
定
住
案
内
所
を

設
け
て
、
移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
、
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・
定

住
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
連
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域

の
中
で
も
空
気
感
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
22
軒
の
空
き
家
に
灯
が
と
も
り
、

20
世
帯
の
移
住
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童

と
園
児
の
減
少
に
も
、
歯
止
め
が
か
か

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
半
分
く
ら
い
移
住

世
帯
の
貢
献
で
す
。
地
域
を
挙
げ
た
取

り
組
み
が
実
を
結
び
、
今
、
目
に
見
え

る
形
で
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
調
査
で
は
、
み
ん
な
忙
し
い

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
住
民
主
体
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
空
き
家
の
所
有
者
は
ど
こ
の
誰

で
、
と
い
う
こ
と
も
大
体
分
か
り
、
知

り
合
い
づ
て
で
連
絡
が
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
移
住
者

が
来
る
と
き
に
は
、
空
き
家
を
住
め
る

よ
う
に
整
備
し
た
り
、
引
っ
越
し
の
手

伝
い
や
片
付
け
を
し
た
り
、
地
域
の
人

に
つ
な
い
だ
り
、
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー

を
し
た
り
と
い
っ
た
活
動
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
移
住
者
の
中
に
は
、

私
が
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
移
送
支
援

な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
私
た
ち
も
段
々
年
を
取
っ
て
き
た

の
で
、
後
継
者
の
こ
と
も
考
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
、
移
住
者
の

　

約
10
年
前
、
中
和
の
将
来
の
人
口
推

計
に
危
機
感
を
抱
き
、
何
と
か
す
る
た

め
に
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
や
ら
な

い
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
み
ん
な
の
意
向
を
聴
い
て
か
ら
と
、

平
成
26
年
に
、
地
域
の
全
世
帯
を
対
象

に
、
地
域
外
の
人
と
の
交
流
や
移
住
の

推
進
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
予
想
以
上
の
人
が
賛

成
し
て
く
れ
、
じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
27
年
に
、
中
和
を
元
気

に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
掘
り

下
げ
て
協
議
し
、「
中
和
小
の
存
続
」「
な

り
わ
い
の
創
出
」「
居
心
地
の
よ
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
」
の
３
つ
を
目
標

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
行
う
さ
ま
ざ
ま

グランパ美甘
稲田 文夫 さん （黒田）

中和定住案内所
大美 康雄 さん （蒜山吉田）

　平成28年に発足。元々地域の夏祭りで
必要な土地を購入するために資金提供し
てくれたメンバーの集まりでしたが、せっ
かくだから何かできることを、と地域内
の空き家調査をすることに。これがきっ
かけとなり、その後も空き家活用や移住
サポートなどの活動を続けています。令
和 ２ 年に定住支援活動奨励団体に登録
されました。

　平成27年から、地域づくり活動『中和
いきいきプロジェクト』として多彩な事業
をスタート。平成29年には空き家プロジェ
クトと題し、真庭なりわい塾生や住民が
一緒に空き家を改修して『えがお商店』
を整備し、中和定住案内所としての活動
を開始しました。平成30年に定住支援活
動奨励団体に登録されました。
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交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
紹

介
で
、
北
房
未
来
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
い
で
も
ら
い
ま
し

た
。
北
房
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
て
、
北
房
の
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
引
っ
越
し
て
来
て
か
ら
も
手
厚

く
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
う
れ
し
い

驚
き
。お
客
さ
ん
扱
い
で
は
な
く
、

「
ち
ょ
っ
と
お
い
で
お
い
で
」
と

い
う
ふ
う
に
自
然
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
感
じ
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

 神奈川県から来た
中澤 奈穂 さん

移
住
後
も
手
厚
く

び
っ
く
り

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

移
住
者
の
受
け
入
れ
に

移
住
者
の
受
け
入
れ
に

積
極
的
な
地
域
を
応
援
し
ま
す

積
極
的
な
地
域
を
応
援
し
ま
す

　
真
庭
市
で
は
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
自
治
会
な
ど
を
応
援
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
住
民
主
体
で
空
き
家
管
理
や
移
住
者
受
け
入

れ
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
移
住
希
望
者
が
安
心
し
て
移
住
す
る
こ
と
が
で

き
、
空
き
家
の
利
活
用
が
進
み
、
住
民
が
増
え
て
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

真庭市定住支援活動奨励団体とは
移住者の受け入れに対して前向きな地域で、地域の住民
と移住者をつなぐ『仲介人』を置き、交流定住センター
と連携して定住促進活動を行う、自治会などのことです。

奨励金の交付を受けるには
STEP1  申請書を真庭市に提出し、定住支援活動奨励団

体の登録を行います。

STEP2  空き家の所有者から、空き家の管理と情報提供
についての承諾をもらいます。

STEP3  次のいずれかの活動をして申請すると、奨励金
が交付されます。

定住支援活動奨励団体
制度の紹介

問  交流定住推進課
TEL ０８６７-42-１１７９

※ １  地域認定空き家…市が空き家の情報提供をすることに所有
者が同意し、自治会などが仲介物件として自ら認定する空き家
（空き家情報バンクに登録されていない物件に限る）

①空き家情報バンクに空き家を登録する。
　　　　　１件あたり１万円の奨励金
　　　　　   （同一年度内の上限は３万円）

②地域認定空き家（※1）の登録を行い、
　売買または賃貸契約が成立する。
　　　　　１件あたり3万円の奨励金
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真
庭
市
が
誕
生
し
て
18
年
、
地
域

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
特
に
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
手
不
足
は
大
変
大
き
な
問
題

で
す
。子
ど
も
が
少
な
く
な
り
高
齢
者

が
増
加
し
て
人
口
が
減
る
と
、住
宅
需

要
が
減
少
し
、
空
き
家
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
き
家
も
大
切

な
真
庭
の
資
源
で
す
。
人
が
住
ま
な

く
な
る
と
家
は
住
居
と
し
て
の
機
能

を
急
速
に
劣
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、

真
庭
の
大
切
な
資
源
で
も
あ
る
家
を

永
く
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
の
活
用
や
お
近
く
の

奨
励
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

建
物
は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
要
で
す
が
、
使
用
さ
れ
ず
放
置

さ
れ
た
建
物
は
、
い
つ
の
日
か
、
負

の
遺
産
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
相

続
さ
れ
た
使
用
し
な
い
建
物
も
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
取
り
壊

し
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
、
真
庭

市
空
家
等
除
却
事
業
費
補
助
金
と
い

う
制
度
も
あ
り
ま
す
。
危
険
な
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
都
市
住
宅
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

解
体
な
ど
、使
用
し
な
い
建
物
の

解
体
な
ど
、使
用
し
な
い
建
物
の

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

大切な思い出のある家を大切な思い出のある家を
朽ちさせないために朽ちさせないために

空き家の利活用
に関する相談は
交流定住推進課まで

危険な空き家
に関する相談は
都市住宅課まで

問  交流定住推進課
TEL ０８６７-42-１１７９
Email   koryu@city.maniwa.lg.jp

問  都市住宅課
TEL ０８６７-42-7781
Email   toshijyutaku@city.maniwa.lg.jp

交流定住推進課
西田 課長

都市住宅課
福島 上級主事

空き家活用定住促進補助金
空き家購入…補助対象経費の3分の1以内（上限80万円）
空き家改修…補助対象経費の3分の1以内（上限80万円）
空き家家財道具等撤去補助金
空き家情報バンク登録物件の家財の撤去費…補助対象経費の10分
の10以内（上限12万円）
持続可能なまちづくり拠点整備事業補助金
空き家をまちづくりの活動拠点として整備
…補助対象経費の3分の2以内（上限100万円 ※定住支援活動奨励団
体の場合80万円）

空家等除却事業費補助金
除却工事…補助対象経費の3分の1以内（上限50万円）
応急措置…補助対象経費の３分の１以内（上限10万円）

補助金について詳しくはこちら
真庭市ホームページ▶

補助金について詳しくはこちら
真庭市ホームページ▶

空き家に関する相談窓口
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株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
主
催
の
、
先
進
的
で
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
行
う
団
体
や
企
業
を
表
彰
す
る
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
」
で
、
真
庭

市
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
廃
棄
物
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
や
経
済
、
環
境
問
題
の
同
時
解
決

を
目
指
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
官
民
挙
げ
て
進
め
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
12
日
に
東
京

都
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
は
、
太
田
市
長
が
リ
モ
ー
ト
で
講

演
。
未
利
用
木
材
に
付
加
価
値
を
創
出
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
や
、
生
ご
み
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
液
肥
な
ど
、
真
庭
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

9
月
1
日
、
学
校
法
人
美
作
学
園
と
の

包
括
連
携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
社
会
福
祉
分
野
の
人
材
不
足
は
社
会

全
体
の
課
題
で
あ
り
、
真
庭
市
で
も
保
育

職
や
医
療
、
介
護
従
事
者
な
ど
の
確
保
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
包
括
連
携

協
定
は
、
人
的
、
物
的
資
源
を
有
効
活
用

し
、
子
育
て
、
福
祉
の
向
上
や
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
し
ま

し
た
。
今
後
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
や
、

地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保

な
ど
で
連
携
、
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

8
月
21
日
、
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
、
真
庭
木
材

事
業
協
同
組
合
と
の
連
携
協
定
締
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
の
森
林
面
積

の
約
４
割
を
占
め
、
現
在
主
に
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
広
葉
樹

は
、
近
年
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
は
、
広
葉
樹
の
価
値
向
上
を
図

る
た
め
、
付
加
価
値
の
高
い
家
具
な
ど
の

用
材
と
し
て
の
需
要
を
開
拓
す
る
と
と
も

に
、
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元
な
ど
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
の
付
加
価
値
向
上
の
取
組
に
関
す
る
協
定
締
結

林
業
活
性
化
に
向
け
て

学
校
法
人
美
作
学
園
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

人
材
の
育
成・確
保
に
向
け
て

署名した協定書を手に記念撮影

協定書に署名する学校法人美作学園の藤原理事長と太田市長

トロフィーを受け取る牧総合政策課長

受け取ったトロフィー 今回受賞した皆さん 太田市長はリモートで講演

Sustainable Japan Award 2023Sustainable Japan Award 2023
先進的な取り組みで優秀賞を受賞先進的な取り組みで優秀賞を受賞
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９
月
８
日
、
中
和
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ

さ
い
で
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

に
よ
る
「
蒜
山
三
座
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ

フ
ェ
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
を
目
指
し
、
蒜
山
地
区
で
は
川
上
保
健

セ
ン
タ
ー
、
八
束
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

合
わ
せ
た
３
カ
所
を
巡
回
し
て
認
知
症

カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
10
人
で
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
介
護
や
地
域
の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
話
題
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
の
中
国
勝
山

駅
で
、
シ
ン
・
駅
舎
空
間
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
１
弾「BeLIN

 de

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。２
０
２
５
年
に

開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
中
国
勝
山
駅

の
駅
舎
を
、
居
心
地
の
良
い
空
間
へ
と
刷

新
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
第
１
弾
の

今
回
は
、
勝
山
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

が
、
真
庭
の
無
垢
材
で
作
ら
れ
た
パ
ネ
ル

「BeLIN

（
ビ
リ
ン
）」
を
活
用
し
て
駅

舎
を
刷
新
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

シ
ン・駅
舎
空
間
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
弾

中
国
勝
山
駅
を
居
心
地
良
く

認
知
症
カ
フ
ェ

誰
で
も
安
心
し
て
来
れ
る
場

BeLINを活用した刷新案を話し合い

お茶を楽しみながら、おしゃべりをして交流

　9月初旬、大規模給食業者が経営不振により全
国各地の学校給食の提供などを突然中止し、混乱
が起きていることが報道されました。また、学校
給食の無償化を実施する自治体が増えており、子
育て世代の負担軽減問題を含めて大きな課題と
なっています。このような学校給食に係る課題は
重要な内容ですので、一緒に掘り下げて考えてみ
ませんか。
　学校給食は大正時代に開始されたものの、戦争
により廃絶され、敗戦後、児童の栄養改善とアメ
リカの余剰小麦の使途として、パン食による学校
給食が始まりましたが、その後の学校給食法の制
定（１９５４年）により急速に普及するとともに、内
容も脱脂粉乳から牛乳へと、さらに米飯給食が採
用され、おかずの質も充実して今日に至っていま
す。
　学校給食は、バランスに配慮した食事を定期的
に提供することにより児童生徒の健全な発育に寄
与することが大前提ですが、真庭市では、食文化
の継承や地場産品を通して、地域の魅力を体感す
ることも明確に位置付けています。毎日ジャー
ジー牛乳を提供していることに加え、すべて真庭
産の食材を使用した「真庭食材の日」献立を作り、

「真庭特産品プラスワンの日」には、ピオーネや
蒜山ジャージーヨーグルトなどを1品加えて提供
しています。また、ジャガイモ、タマネギ、ニン
ジンなどの野菜を中心に、キャベツや大根などの
旬の野菜に真庭市の地場産品をできるだけ多く使
い、地域の農業振興にもつなげています。
　このように子どもを真ん中に置いた丁寧な給食
ができるのは、直営調理場で作る体制をとってい
るからです。その結果、１食当たり８０６円掛かって
いますが、保護者負担は食材費のみで、児童２９０円、
生徒３３０円に留め、差額は真庭市の負担としてい
ます（今年度は物価高騰分は市の負担）。
　今後、給食費の無償化の議論をしていく際に、
給食の大量生産（画一性や安全性）をいかに考え
るか、地元食材の利用と食育はどうか、地産地消
を重視すべきではないか、安上がりを優先する給
食でよいのかなど、さまざまな視点から学校給食
を考えるべきではないでしょうか。
　さらに言えば、給食費の無償化に必要な財源約1.7
億円を、無償化に充てるか他の教育充実の使途に
充てるかという深堀りもすべきと考えます。広く
大いに議論していただくことを期待しています。

学校給食を考えてみませんか
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令
和
５
年
秋
開
始
接
種
の
予
診

票
配
布
の
お
知
ら
せ
で
す
。
前
回

の
接
種
か
ら
3
カ
月
経
過
し
た
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
人
に
新
た
に
予
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

①
生
後
6
カ
月
以
上
4
歳
以
下
の

人
の
う
ち
、
初
回
接
種
を
終
了
し

た
人
（
10
月
4
日
㈬
以
降
、
順
次

発
送
）

②
5
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
令
和

5
年
5
月
8
日
か
ら
9
月
19
日
の

間
に
接
種
を
し
た
人

③
12
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
の
う

ち
、
令
和
5
年
5
月
8
日
以
降
に

予
診
票
が
届
い
て
い
な
い
人
（
9

月
20
日
㈬
以
降
、
順
次
発
送
）

※
10
月
10
日
㈫
を
過
ぎ
て
も
予
診

票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
予
診
票

の
発
行
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
予
診
票
の
発
行
申
請

①
電
子
申
し
込
み

申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
▼

②
郵
送
ま
た
は
窓
口
申
請

申
込
書
は
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
、
ま
た
は
本
庁
舎
、

各
振
興
局
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
５
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
８
８

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

は
、
発
症
を
あ
る
程
度
抑
え
、
重

症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

期
間
は
、
10
月
1
日
㈰
か
ら
令
和

6
年
1
月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。
接

種
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
医

療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
子
ど
も（
1
歳
～
中
学
校
3
年
生
）

■
自
己
負
担
額　

２
０
０
０
円

（
1
回
あ
た
り
）

■
接
種
回
数

1
歳
～
13
歳
未
満　

2
回
ま
で

13
歳
～
中
学
校
3
年
生　

1
回

■
接
種
可
能
医
療
機
関

真
庭
市
、
新
庄
村
の
医
療
機
関

〇
高
齢
者

　

65
歳
以
上
の
人
お
よ
び
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

・
心
臓
、
腎
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
近
な
日
常
生

活
が
極
端
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
人

・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
人

■
自
己
負
担
額　

１
３
０
０
円

■
接
種
回
数　

1
回

■
接
種
可
能
医
療
機
関

岡
山
県
内
の
医
療
機
関

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
接
種
日
当
日

で
す
。

※
対
象
年
齢
の
生
活
保
護
受
給
者

は
、
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
福
祉
課
、
ま
た
は
各
振
興

局
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
５
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
８
８

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

10
月
は
、「
乳
が
ん
月
間
」で
す
。

日
本
人
の
9
人
に
1
人
は
乳
が
ん

に
罹
患
す
る
と
い
わ
れ
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
40
代
か
ら
増
え

て
く
る
乳
が
ん
は
、
検
診
や
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
で
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

40
歳
以
上
（
昭
和
59
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
）

※
詳
し
く
は
『
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』、
ま
た
は
真
庭
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

池
田

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
５
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
８
８

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

広
報
ま
に
わ
9
月
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

　

3
㌻
に
掲
載
の
、
吉
念
仏
踊
の

開
催
場
所
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、
法
福
寺
境

内
で
す
。

早
め
の
接
種
の
検
討
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
お
知
ら
せ

令
和
6
年
1
月
31
日
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ま
に
わ
9
月
号

早
期
発
見
の
た
め

検
診・セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
を

10
月
は
乳
が
ん
月
間

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数　　41,910人（-68）
男　　　20,123人（-25）
女　　　21,787人（-43）
世帯数   17,538世帯（-9）
令和5年9月1日現在

（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
　FAX 0867-42-1341
▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
　FAX 0867-66-4401
▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
　FAX 0866-52-4496
▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
　FAX 0867-44-4569
▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
　FAX 0867-56-2033
▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
　FAX 0867-62-2097
▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
　FAX 0867-67-2205
▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
　FAX 0867-66-4402
▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672
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て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
入
園
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
各
窓

口
、
ま
た
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

●
保
育
園（
公
立
）

　
久
世
第
二
保
育
園
　
　
月
田
保
育
園

　
富
原
保
育
園
　
　
　
　
中
和
保
育
園

●
保
育
園（
私
立
）

　
愛
慈
園

　●
幼
稚
園（
公
立
）

　
草
加
部
幼
稚
園

　●
認
定
こ
ど
も
園（
公
立
）

　
北
房
こ
ど
も
園
　
落
合
こ
ど
も
園

　
美
川
こ
ど
も
園
　
木
山
こ
ど
も
園

　
河
内
こ
ど
も
園
　
天
の
川
こ
ど
も
園

　
久
世
こ
ど
も
園
　
米
来
こ
ど
も
園

　
勝
山
こ
ど
も
園
　
美
甘
こ
ど
も
園

　
湯
原
こ
ど
も
園
　
八
束
こ
ど
も
園

　
川
上
こ
ど
も
園

●
認
定
こ
ど
も
園（
私
立
）

　
星
の
こ
ど
も
園

●
企
業
主
導
型
保
育
事
業

　
ひ
な
た
保
育
園
　

　（
利
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、直
接
園
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
ＴＥＬ
０
８
６
７（
45
）０
３
９
０

【
入
園
対
象
年
齢
】

○
保
育
園
部

　

満
１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら

※
北
房
こ
ど
も
園
、
落
合
こ
ど
も
園
、
天

の
川
こ
ど
も
園
、
星
の
こ
ど
も
園
は
、
生

後
６
カ
月
か
ら

※
久
世
こ
ど
も
園
、
米
来
こ
ど
も
園
は
、

平
成
30
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月
１

日
生
ま
れ
ま
で

○
幼
稚
園
部

　

平
成
30
年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
ま
で

【
保
育
時
間
】

○
保
育
園
部

・
通
常
保
育
（
保
育
標
準
時
間
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

・
延
長
保
育　

午
後
７
時
ま
で

○
幼
稚
園
部

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

【
休
園
日・保
育
料
】保
育
園
部
は
保
育
園
、

幼
稚
園
部
は
幼
稚
園
と
同
じ

【
受
付
期
間
】10
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

【
申
込
方
法
】

保
育
の
必
要
性
の
認
定
申
請
を
兼
ね
た

「
認
定
申
請
書
兼
入
園
申
込
書
」
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
入
園
を
希
望
す
る
保

育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
子
育

て
支
援
課
、
ま
た
は
各
振
興
局
へ
提
出
し

　【
入
園
対
象
年
齢
】

○
公
立
保
育
園

　

満
１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら

○
私
立
保
育
園

　

生
後
２
カ
月
〜
２
歳
ま
で

【
保
育
時
間
】

・
通
常
保
育
（
保
育
標
準
時
間
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

・
延
長
保
育　

午
後
７
時
ま
で

【
休
園
日
】日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

【
保
育
料
】保
護
者
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

り
算
定

※
令
和
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
無
料

※
延
長
保
育
は
１
日
に
つ
き
２
０
０
円

 【
入
園
対
象
年
齢
】

平
成
30
年
４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４
月
１

日
生
ま
れ
ま
で

【
保
育
時
間
】

・
通
常
保
育

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

・
預
か
り
保
育

　

通
常
保
育
終
了
後
～
午
後
５
時
50
分

・
夏
季
預
か
り
保
育

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
50
分

【
休
園
日
】土
曜
、
日
曜
、
祝
日
ほ
か

【
保
育
料
】無
料

問  子育て支援課　大倉　ＴＥＬ0867-42-1054（℻1388）
　  Email：kosodate @ city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

　真庭市内の保育園・幼稚園・認定こども園では、令和6年
度の入園申し込みを受け付けます。入園を希望する保護者は、
受付期間内に申込書を提出してください。

令和6年度園児募集 申し込みを忘れずに

市
内
教
育・保
育
施
設

 

保
育
園

 

幼
稚
園

 
共
通
事
項

 

認
定
こ
ど
も
園

保育園・幼稚園・認定こども園
入園希望者募集 ※年度途中からの入園を希望する場

合も、受付期間内に申し込んでく
ださい。

入園受付期間は
10月10日㈫～31日㈫　 
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真庭
市役所

真庭市消防本部
至 落合

至 津山

やまびこスタジアム
残土センター

久世駅

規制区間

訓練場所

至 勝山

10月の休日急患担当医

1日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻2223）
・本山医院（内）・落合
　0867-52-1551（℻7172）
8日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻1917）
・はら内科クリニック（内）・久世
　0867-45-7885（℻7880）
9日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻5331）
・河本医院（内）・落合
　0867-55-2121（℻2124）
15日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻1917）
・みんなのクリニック（内）・久世
　0867-45-0379（℻0375）
22日
・近藤病院・勝山
　0867-44-2671（℻2989）
・廣惠医院 （外）・北房
　0866-52-5020（℻5664）
29日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻5331）
・遠藤クリニック（外）・蒜山
　0867-66-3002（℻3366）

　3日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻2223）
・前原医院（内）・久世
　0867-42-5267（℻4978）
5日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻1917）
・米田医院（内）・勝山
　0867-44-2132（℻4749）

〜11月〜

10月15日は、令和５年度休
日急患担当医編成表から
変更になっています。

　

年
金
相
談
で
は
、
相
談
内
容
を

把
握
す
る
た
め
に
、
前
日
ま
で
に

年
金
事
務
所
へ
予
約
が
必
要
で

す
。

■
日
時　

10
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■
場
所　

久
世
公
民
館　

■
持
参
す
る
物　

基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

■
予
約
先

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

ＴＥＬ
０
８
６
８（
31
）２
３
６
０

℻
０
８
６
８（
22
）１
０
４
２

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

清
水　

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
１
１
２

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
１
９

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
「
行
政
相
談
週
間
」
は
、
総
務

省
が
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。今
年
の
期
間
は
、

10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
で
す
。
国

な
ど
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
困

り
ご
と
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
総
務
省

岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
（
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
）
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
場
所　

〇
10
月
６
日
㈮　

午
前
９
時
～
正

午
・
八
束
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
10
月
10
日
㈫　

午
後
１
時
～
４

時
・
美
甘
振
興
局　

・
10
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
・
北
房
振
興
局　

・
10
月
12
日
㈭　

午
前
９
時
～
正

午
・
落
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

・
10
月
18
日
㈬　

午
前
９
時
～
正

午
・
本
庁
舎

・
10
月
19
日
㈭　

午
前
９
時
～
正

午
・
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
６（
２
２
４
）１
１
０
０

　

緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練
実

施
に
伴
う
通
行
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
訓
練
当
日
は
久
世
地
区
、
三

阪
地
区
を
多
く
の
緊
急
車
両
が
通

行
す
る
た
め
、
訓
練
実
施
エ
リ
ア

付
近
の
道
路
に
つ
い
て
は
安
全
管

理
上
、
一
般
車
両
の
通
行
が
規
制

さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
28
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
規
制
時
間　

午
前
11
時
～
午
後

４
時

■
通
行
規
制
場
所

や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
～
久
世
第

２
建
設
残
土
セ
ン
タ
ー
付
近
の
道

路
（
下
図
参
照
）

■
注
意
事
項

訓
練
会
場
の
都
合
上
、
一
般
の
人

の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練
と

は
大
規
模
災
害
活
動
時
に
お
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊
の
技
術

及
び
連
携
活
動
能
力
の
向

上
を
目
的
に
、
平
成
８
年

度
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る

訓
練
で
す
。こ
の
訓
練
は
、

全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
（
北

海
道
東
北
・
関
東
・
中
部
・

近
畿
・
中
四
国
・
九
州
）

に
区
分
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
訓
練
と
し
て
、

岡
山
県
北
の
３
消
防
本
部

（
津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・

美
作
市
消
防
本
部
・
真
庭
市
消
防

本
部
）
が
訓
練
の
担
当
で
、
真
庭

市
内
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課　

森
木

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
１
９
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
６
７
２

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
週
間

前
日
ま
で
に
予
約
を

年
金
相
談

実
施
に
よ
る
交
通
規
制

緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練
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障害者差別解消法ご存じ
ですか

■問い合わせ先　福祉課　中島
　℡0867-42-1581（FAX1369）

真庭市ホームページ▶

　障害者差別解消法は、障がいのある人もない人も、互いにその人らしさを認め合いながら共に生きる
社会（共生社会）を作ることを目的とした法律です。この法律では、障がいを理由とする「不当な差
別的扱い」を禁止し、障がいのある人から申し出のあった場合に「合理的配慮の提供」を求めること
などを通じて「共生社会」を目指します。また、令和６年４月１日から事業者の対応が改正されます。
○「不当な差別的取扱い」とは
　正当な理由なく、障がいを理由として、サービスなどの
提供を拒否する、または提供にあたって場所や時間帯など
を制限する、条件を付するなどすることを指します。
※「障がいがある」と言う理由だけで、スポーツクラブに入
れない、車いすだからお店に入れないなど

事業者による障がい
のある人への合理的
配慮の提供は、令和
6年4月1日から義務
となります。

○「合理的配慮をしないこと」とは
　障がい者が困っているときに、その障がいに合った必要
な工夫ややり方を伝えて、それを相手にしてもらうこと（負
担が重すぎない範囲で）を「合理的配慮」といいます。
※視覚障がい者に書類だけ渡し読み上げない、聴覚障が
い者に声だけで話すなど

事業者の対応が改正されます
現行

不当な差別的取扱い 禁止 禁止
義務 努力義務

行政機関等 事業者

合理的配慮の提供

令和6年4月1日～

不当な差別的取扱い 禁止 禁止
義務 義務

行政機関等 事業者

合理的配慮の提供

　

生
活
や
学
習
面
で
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
の
就
学
に
向
け
て
の
内

容
で
す
。
教
育
委
員
会
の
先
生
か

ら
の
お
話
や
先
輩
保
護
者
の
体
験

談
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
30
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

■
場
所　

本
庁
舎

■
対
象　

年
少
～
就
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

■
内
容

・
就
学
ま
で
の
流
れ
、
多
様
な
学

び
の
場
に
つ
い
て

・
先
輩
保
護
者
の
子
育
て
体
験
談

■
参
加
費　

無
料
（
託
児
あ
り
）

■
申
込
方
法　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
申

込
書
、
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み

■
申
込
締
切　

10
月
23
日
㈪

■
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

杉
井

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
８
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
６
９

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

▼
申
請
期
限　
10
月
16
日
㈪

※
令
和
５
年
４
月
分
〜
令
和
５
年
９
月
分
ま
で
の
前
期

分
の
申
請

～
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
の

安
心
し
た
就
学
の
た
め
に
～

聞
い
て
み
よ
う 

就
学
に
つ
い
て
の
話

問  福祉課　①中島  ③新家　ＴＥＬ0867-42-1581（℻1369）
　  発達発育支援センター　②池田  ④大澤　ＴＥＬ0867-42-1080 ℻1369）

真庭市
ホームページ

障がいのある人などへ 申請期限は10月16日

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
通
院
・
通
所
に
必
要
な
交
通
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
福
祉
課
、
発
達
発
育
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
各
振
興
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

通
院・通
所
な
ど
の

交
通
費
を
助
成
し
ま
す

①人工透析患者通院交通費助成
　腎不全などにより人工透析を受ける
　ために通院した人
②特定疾患等医療附帯療養交通費助成
　特定疾患治療研究事業に関する対象
疾患または難病法に規定する指定難
病の治療を受けるため、１カ月に４ 回
以上通院した人

③心身障害児・者及び精神障害者通所
　授産施設等通所交通費助成
　授産施設などに１カ月の開所日のうち半数以上通所した人

④療育訓練通所交通費助成
　専門療育機関または医療機関へ
　療育訓練などのため、１カ月に ２
　回以上通所した18歳未満の人

通院・通所距離（片道)） 助成額（月額）
1㎞未満 1,000円
1㎞以上5㎞未満 2,000円
5㎞以上10㎞未満 3,000円
10㎞以上15㎞未満 4,000円
15㎞以上20㎞未満 5,000円
20㎞以上 7,000円

通所距離
（片道)）

通所回数
（月）

助成額
（月額）

20㎞以上
2回または３回 3,500円
4回以上 7,000円
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平　義男
（下呰部）

椙原  啓二
（阿口）

西谷  玲子
（上水田）

中嶋  久志
（山田）

井手  宏治
（開田）

築澤  安彦
（中）

松下　功
（吉）

上田房次郎
（日野上）

太安  隆文
（関）

白石  壽平
（上河内）

根本　章
（大庭）

田中  秀樹
（久世）

長尾　修
（鍋屋）

二宗  貴志
（目木）

高谷  明弘
（三田）

植田  浩史
（月田）

松本  正幸
（上中津井）

沼本  通明
（上水田）

後藤　勤
（宮地）

岡田  耕平
（西河内）

山縣  将伸
（鹿田）

武村  一夫
（栗原）

妹尾  宗夫
（下河内）

太田　明
（田原）

柴田  博行
（惣）

矢谷  光生
（五反）

中山  克己
（余野上）

福島  康夫
（山久世）

吉岡　靖
（月田本）

池田  和道
（延風）

池田　実
（釘貫小川）

池本　彰
（蒜山吉田）

樋口  昌子
（蒜山中福田）

入澤  靖昭
（蒜山下長田）

石原  誉男
（蒜山西茅部）

浅田  光明
（後谷）

戸田  典宏
（黒田）

各務  和裕
（豊栄）

東郷  朝夫
（種）

山中  正義
（蒜山下和）

池田久美子
（蒜山富掛田）

二若  正次
（蒜山下福田）

高見  寛二
（蒜山上長田）

佐子ゆかり
（蒜山東茅部）

筒井  一行
（蒜山上徳山）

清水　晃
（蒜山上福田）

北北北北北北北北房房房房房房房房
地地地地域域域域
（4人）

勝勝勝勝勝勝勝勝山山山山山山山山
地地地地域域域域
（3人）

中中中中中中中中和和和和和和和和
地地地地域域域域
（1人）

川川川川川川川川上上上上上上上上
地地地地域域域域
（3人）

湯湯湯湯湯湯湯湯原原原原原原原原
地地地地域域域域
（2人）

八八八八八八八八束束束束束束束束
地地地地域域域域
（3人）

美美美美美美美美甘甘甘甘甘甘甘甘
地地地地域域域域
（1人）

久久久久久久久久世世世世世世世世
地地地地域域域域
（3人）

落落落落落落落落合合合合合合合合
地地地地域域域域
（7人）

農
業
委
員
▼

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
▼

生ごみ収集量

79％

98％

29.3トン

36.9トン

R5.8月R4.8月

R5.8月R4.8月

液肥スタンドでの液肥配布量

19,550ℓ 19,120ℓ

久世地区の家庭からの収集分

市内９カ所のバイオ液肥スタンド

バイオ液肥の
成分・使い方はこちらから
真庭市　資源循環ポータルサイト

facebook で情報発信中

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ

℡0867-42-1113

（ℓ）

（トン）

資
で

　真庭市では生ごみ、し尿な
どをメタン発酵させ、液体肥
料（バイオ液肥）にリサイクル
しています。

　本庁舎の液肥スタンドで
は、利用者数の把握のため、
赤ボタンを設置しています。
１回のご利用ごとに１度赤ボ
タンを押していただくよう、
ご協力お願いします。

0

10

20

30

40

0

20,000

10,000

15,000

5,000

問  農業委員会事務局（農業振興課内）　渡辺　ＴＥＬ0867-42-1676（℻3907）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Email：nohgyoh@ city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

任期は令和8年7月19日まで 農業委員と農地利用最適化推進委員

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
真
庭
市
農
業
委
員
会
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

５
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
農
地
法

等
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

真
庭
市
農
業
委
員
19
名
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
27
名
が
決
定
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平　義男
（下呰部）

椙原  啓二
（阿口）

西谷  玲子
（上水田）

中嶋  久志
（山田）

井手  宏治
（開田）

築澤  安彦
（中）

松下　功
（吉）

上田房次郎
（日野上）

太安  隆文
（関）

白石  壽平
（上河内）

根本　章
（大庭）

田中  秀樹
（久世）

長尾　修
（鍋屋）

二宗  貴志
（目木）

高谷  明弘
（三田）

植田  浩史
（月田）

松本  正幸
（上中津井）

沼本  通明
（上水田）

後藤　勤
（宮地）

岡田  耕平
（西河内）

山縣  将伸
（鹿田）

武村  一夫
（栗原）

妹尾  宗夫
（下河内）

太田　明
（田原）

柴田  博行
（惣）

矢谷  光生
（五反）

中山  克己
（余野上）

福島  康夫
（山久世）

吉岡　靖
（月田本）

池田  和道
（延風）

池田　実
（釘貫小川）

池本　彰
（蒜山吉田）

樋口  昌子
（蒜山中福田）

入澤  靖昭
（蒜山下長田）

石原  誉男
（蒜山西茅部）

浅田  光明
（後谷）

戸田  典宏
（黒田）

各務  和裕
（豊栄）

東郷  朝夫
（種）

山中  正義
（蒜山下和）

池田久美子
（蒜山富掛田）

二若  正次
（蒜山下福田）

高見  寛二
（蒜山上長田）

佐子ゆかり
（蒜山東茅部）

筒井  一行
（蒜山上徳山）

清水　晃
（蒜山上福田）

北北北北北北北北房房房房房房房房
地地地地域域域域
（4人）

勝勝勝勝勝勝勝勝山山山山山山山山
地地地地域域域域
（3人）

中中中中中中中中和和和和和和和和
地地地地域域域域
（1人）

川川川川川川川川上上上上上上上上
地地地地域域域域
（3人）

湯湯湯湯湯湯湯湯原原原原原原原原
地地地地域域域域
（2人）

八八八八八八八八束束束束束束束束
地地地地域域域域
（3人）

美美美美美美美美甘甘甘甘甘甘甘甘
地地地地域域域域
（1人）

久久久久久久久久世世世世世世世世
地地地地域域域域
（3人）

落落落落落落落落合合合合合合合合
地地地地域域域域
（7人）

農
業
委
員
▼

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
▼

問  農業委員会事務局（農業振興課内）　渡辺　ＴＥＬ0867-42-1676（℻3907）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Email：nohgyoh@ city.maniwa.lg.jp

任期は令和8年7月19日まで

農業委員会って？
　農業委員会は、農業委員と
農地利用最適化推進委員で組
織する行政委員会です。主に
以下の業務を行っています。
①農地の権利移動、転用など
の許可

②農地の利用状況調査
③農地の貸借の審査
④担い手への農地利用の集
積・集約化

⑤遊休農地の発生防止・解消
⑥新規参入の促進

　農地の権利移動・転用・貸
借などを行う場合は、事前に
農地法に基づく許可を受ける
必要がありますので、必ず申
請してください。
【申請が必要な例】
○農地を農地として売買・貸
借する場合

○自分の農地を転用する場合
○他人の農地を譲り受けて転
用する場合

○農地の賃貸借をする場合

　地域で話し合った農地の活
用や将来の方針のもとに、担
い手に集積・集約化すること
で農地の有効利用や農地経営
の効率化を進めるため、農地
中間管理機構が農地を借り受
け、担い手などに貸し付ける
事業です。公的機関が間を取
り持つので安心です。

農地法に基づいて
農地の転用、売買、
貸借は許認可を
受けてから

農地中間管理事業
農地の有効利用や
農業経営の有効化を
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真庭市
デジタル地域通貨

お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
７
回
認
知
症
ミ
ニ
講
演
会・

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

　
「
最
近
、物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ

た
」、「
認
知
症
か
ど
う
か
気
に
な

る
」、「
身
の
周
り
の
こ
と
に
興
味

が
な
く
な
っ
た
」、「
表
情
が
変
わ

ら
な
い
、人
が
か
わ
っ
た
よ
う
だ
」

な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
関
わ
る

悩
み
に
つ
い
て
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ

と
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
人
、
周

囲
の
こ
と
や
自
分
自
身
の
こ
と
に

つ
い
て
相
談
し
て
み
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
㈯　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

〇
講
演　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
講
師　

田
中
和
芳
氏
（
向
陽
台

病
院　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
長
）

〇
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
締
切　

10
月
31
日
㈫

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

向
陽
台
病
院
（
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
）
矢
木
、
林

ＴＥＬ
０
８
６
７（
52
）０
１
３
１

℻
０
８
６
７（
52
）１
８
３
８

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

海
外
で
は
大
麻
成
分
の
入
っ
た

ク
ッ
キ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

の
食
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
海
外
旅
行
や
海
外

留
学
で
国
外
に
渡
航
す
る
際
に

は
、
誤
っ
て
口
に
し
た
り
、
お
土

産
に
持
ち
帰
っ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
麻
は
、
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
を
及
ぼ
す
違
法
な
薬
物
で
す
。

ど
ん
な
に
甘
い
言
葉
で
誘
わ
れ
て

も
、
決
し
て
手
を
出
さ
ず
、
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。　

■
相
談
先　

真
庭
保
健
所
衛
生
課

ＴＥＬ
０
８
６
７（
44
）２
９
１
８

■
相
談
受
付
時
間　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
（
閉
庁
日
除
く
）

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

米
子
自
動
車
道
蒜
山
Ｉ
Ｃ
か
ら

米
子
Ｉ
Ｃ
間
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル

補
修
工
事
、
切
土
伐
採
作
業
、
ト

ン
ネ
ル
照
明
設
備
更
新
工
事
な
ど

の
た
め
、
夜
間
通
行
止
め
を
実
施

し
ま
す
。
高
速
道
路
を
ご
利
用
の

皆
さ
ん
や
沿
道
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
・
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
通
行
止
め
区
間　

米
子
自
動
車

道　

蒜
山
Ｉ
Ｃ
～
米
子
Ｉ
Ｃ
間

■
日
時　

10
月
16
日
㈪
夜
～
28
日

㈯
朝

各
日
午
後
８
時
～
翌
朝
午
前
６
時

ま
で
の
計
10
夜
間（
土
日
を
除
く
）

※
荒
天
の
際
は
順
延

（
予
備
日
）
10
月
30
日
㈪
夜
～
11

月
２
日
㈭
朝
の
計
３
夜
間

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
中
国
支
社
米
子
高
速
道
路

事
務
所

ＴＥＬ
０
８
５
９（
27
）２
１
８
１

■
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
夜
間
通
行
止
め
当
日
は
、
工
事

終
了
時
間
ま
で
受
け
付
け

■
西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

広
報
ま
に
わ
９
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
蒜
山
郷
土
博
物
館
の
秋
の

企
画
展
「
蒜
山
の
熊
楠
（
く
ま
ぐ

す
）」
は
、
開
催
を
延
期
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
郷
土
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
６
７（
66
）４
６
６
７

℻
０
８
６
７（
66
）４
６
６
７

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

渡
航
す
る
際
に
は
要
注
意

大
麻
入
り
の
食
品

米
子
自
動
車
道

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

開
催
を
延
期
し
ま
す

蒜
山
郷
土
博
物
館  

秋
の
企
画
展

▶︎問い合わせ先
　総合政策課　田島
　ＴＥＬ0867-42-1169
　℻0867-42-1353

真庭市
ホームページ▶

▶︎まにこいんとは
　スマートフォンを
　使った地域オリジ
　ナルの電子通貨

▶︎単位
　１まにぃ=１円

▶︎ポイント
　1%のポイント還元

▶︎使えるお店
　市内211店舗で
　利用可能
▶︎総流通量
　70,635千円

▶︎利用者数
　10,001人
　　   （9月20日時点）

アプリの使い方や加盟
店の申し込みなど、詳し
くはホームページをご確
認ください。
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映画を聴こう！
①今福龍太が語る「ブラジル映画と音楽」
②「gong batu」、「音の映画」上映＋
音楽ワークショップ
▶開催日　①10月６日㈮  ②７日㈯
▶場所　ビクトリィシアター

川ごみひろいの歌を作って踊ろう！
▶開催日　10月14日㈯ （完成お披露目会）
▶場所　北房文化センター

漆の展覧会「後藤健吉展」
▶開催日　10月７日㈯～22日㈰
▶場所　
　勝山文化往来館ひしお

出雲街道交流フェスタ
▶開催日　10月22日㈰
▶集合場所　
　新庄村ふれあいセンター

インド映画祭2023
in真庭中央図書館
▶開催日　11月17日㈮～19日㈰
▶場所　中央図書館

鳥の劇場「どろぼうがっこう」
旧遷喬尋常小学校公演
▶開催日　10月14日㈯
▶場所　久世エスパスセンター
　　　　（土広場）

旧遷喬尋常小学校
「タイムスリップアドベンチャー」
▶開催日　10月22日㈰
▶場所　旧遷喬尋常小学校

山中一揆に浸る
▶開催日　11月19日㈰
▶場所　湯原ふれあいセンター

湯原文化祭　11月3日㈮～5日㈰
久世文化祭　11月11日㈯～12日㈰　 
蒜山文化祭　11月11日㈯～12日㈰
新庄村ふるさと文化祭　11月12日㈰
※開催日は変更になる場合があります。

第52回文化祭～北房文化交流祭～　10月28日㈯～29日㈰　 
美甘文化祭　10月28日㈯～29日㈰
おちあい文化祭　【ステージ】 10月29日㈰  
　　　　　　　　　　　　　　 【展示】 11月3日㈮～5日㈰
勝山文化祭　11月1日㈬～3日㈮　　

まにわの文化祭2023

問  スポーツ・文化振興課　佐藤・高橋　ＴＥＬ0867-42-１１７８（℻1４１６）
　  Email：sportsbunka @ city.maniwa.lg.jp

問  都市住宅課　古南　ＴＥＬ0867-42-７７８１（℻1988）
　  Email：toshijyutaku@ city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

アート×暮らし 真庭でアートを感じてみませんか

募集期間は10月16日まで 入居は11月中旬予定

　９月から11月まで開催される「おかやま県民文化祭」の
プログラムとして、「文化がまちにある!  in まにわ」を開催
します。 ９月24日から始まった落合まちかど展覧会を皮切
りに、真庭市、新庄村でさまざまな文化イベントが催され
ます。詳しくは、真庭市ホームページ、または本庁舎、各
振興局などに設置しているパンフレットをご覧ください。

　市営住宅の入居者を募集しています。住宅の種類ごとに入居要件が異なりますので、詳しくは、お問い
合わせください。

【公営住宅】

募集期間　 10月16日㈪ 午後5時まで
申込先　　  都市住宅課または各振興局
入居可能日  11月中旬（予定）入居者定

期募集

おかやま県民文化祭
文化がまちにある!
inまにわ２０２３

※多子世帯（同居しようとする親族に18歳未満の児童が３人以上いる人）は抽選回数の優遇措置があります。
　応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています。募集物件については、問い合わせいただくか、
　真庭市ホームページをご覧ください。

市営
住宅

地区 名 間取り 戸数 建築年度 家賃

久世 寺前住宅 2LDK １戸 平成５年度 17,400円～25,900円
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■
提
出
先　

健
康
推
進
課
、
ま
た

は
各
振
興
局　

■
提
出
締
切　

11
月
13
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

池
田

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
５
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
８
８

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

今
月
号
か
ら
、
入
札
結
果
の
お

知
ら
せ
を
終
了
し
ま
す
。
今
後
は

真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

財
産
活
用
課

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
１
７
４

℻
０
８
６
７（
42
）１
１
１
９

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
健
康
推
進
課
、
各
振
興

局
、
ま
た
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
記
録
用
紙
に
取
り
組
む

目
標
を
決
め
、
実
績
を
記
録
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
記
録
用
紙

を
提
出
し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
健
康
ポ
イ

ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

■
期
間　

10
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪

■
内
容　

自
身
で
健
康
に
関
す
る

目
標
を
決
め
取
り
組
む

■
目
標

①
１
日
の
歩
数
を
記
録
す
る

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る

③
朝
食
を
食
べ
る

④
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

⑤
体
重
を
測
る

⑥
朝
、
昼
、
夜
歯
磨
き
を
す
る

⑦
野
菜
を
一
皿
増
や
す

⑧
自
分
で
考
え
た
目
標

※
今
年
度
は
、「
①
１
日
の
歩
数

を
記
録
す
る
」、「
②
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
す
る
」を
推
奨
目
標
と
し
ま
す
。

ＴＥＬ
０
８
６（
２
２
６
）７
３
６
５

℻
０
８
６（
２
２
６
）７
８
４
１

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

広
報
ま
に
わ
９
月
号
23
㌻
「
高

齢
者
の
低
栄
養
と
フ
レ
イ
ル
に
関

す
る
ク
イ
ズ
」
の
回
答
で
す
。

問
１
○
、
問
２
○
、
問
３
×
、
問

４
○
、
問
５
○
、
問
６
○
、
問
７

○
、
問
８
○
、
問
９
○
、
問
10
○

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

池
田

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
０
５
０

℻
０
８
６
７（
42
）１
３
８
８

　
「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
30

日
！
」
を
実
施
し
ま
す
。
健
康
で

元
気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
が

　

高
田
硯
や
蒜
山
が
ま
細
工
を
は

じ
め
と
し
た
、
全
国
の
伝
統
的
工

芸
品
が
集
結
し
、
展
示
販
売
や
製

作
実
演
、製
作
体
験
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
工
芸
士
の
作
品
展
で

は
、
卓
越
し
た
技
と
美
意
識
か
ら

生
ま
れ
た
作
品
の
数
々
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
家
族
で
も
楽
し
め
る
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
岡
山
県
で
は
初

開
催
と
な
る
「KOUGEI EXPO 

IN OKAYAM
A

（
第
40
回
伝
統
的

工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
）」。
ぜ
ひ
来
場
し
、
実
際
に
伝

統
的
工
芸
品
を
手
に
取
っ
て
、
魅

力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

11
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

■
場
所　

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

（
岡
山
市
北
区
大
内
田
６
７
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
室

全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
が
集
結

KOUGEI EXPO IN
 OKAYAMA

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
！

正
解
発
表

お
知
ら
せ
を
終
了
し
ま
す

入
札
結
果

健
康
で
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め
に

健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
30
日
！

■問い合わせ先
交流定住推進課   植田
ＴＥＬ0867-42-1179
℻0867-42-1353

社会貢献広報事業

宝くじの
助成金で

整備しました

真庭市
ホームページ▶

　宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源
として実施しているコ
ミュニティ助成事業を
活用し、津田住民会が
草刈り機などのコミュ
ニティ活動備品を整備
しました。
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
で

は
、
隔
月
で
工
房
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
10
月
は
、
無
地
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
貼
紙
で
彩

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス
に
仕
上
げ
ま
す
。
手
作
り

の
オ
シ
ャ
レ
な
ケ
ー
ス
で
部
屋
を

明
る
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈭
午
後
１
時
～　

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
内
）　

■
内
容　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
作

り
～
オ
シ
ャ
レ
な
ケ
ー
ス
で
部
屋

を
明
る
く
～　

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円　

■
持
参
す
る
物　

お
手
拭
き

■
申
込
方
法　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
ま
に
わ
へ
来
所
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

■
申
込
期
間　

10
月
５
日
㈭
〜
16

日
㈪

※
定
員
に
達
し
次
第
、
申
し
込
み

は
終
了
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

ＴＥＬ
０
８
６
７（
42
）１
１
６
１

℻
０
８
６
７（
42
）７
４
５
４

■
受
付
日
時　

月
～
金
曜
日
お
よ

び
第
１
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
祝
日
を
除
く

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
電
気
設
備
科
、
木
造
建

築
・
再
生
科
、
木
工
・
デ
ザ
イ
ン

科
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

■
募
集
期
間

10
月
２
日
㈪
～
19
日
㈭

■
入
校
定
員
お
よ
び
受
講
料

電
気
設
備
科　

20
人

（
11
万
８
８
０
０
円
／
年
）

木
造
建
築
・
再
生
科　

10
人

（
11
万
８
８
０
０
円
／
年
）

木
工
・
デ
ザ
イ
ン
科　

10
人

（
無
料
）

※
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要

■
試
験
日　

11
月
２
日
㈭

■
受
講
期
間　

令
和
６
年
４
月
～

令
和
７
年
３
月

■
申
込
方
法

所
定
の
入
校
願
書
と
、
高
等
学
校

に
お
い
て
作
成
し
た
就
職
者
用
の

調
査
書
（
全
国
高
等
学
校
統
一
用

紙
）
を
添
え
て
北
部
高
等
技
術
専

門
校
へ
提
出

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
６
８（
26
）１
１
２
５

　

コ
ス
モ
ス
広
場
を
会
場
に
、
北

房
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
広
場
一
面
に
コ
ス
モ
ス
の
花

が
咲
き
誇
り
、
会
場
で
は
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
に
よ
る

地
元
特
産
品
な
ど
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、当
日
は
コ
ス
モ
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
北

房
振
興
局
か
ら
コ
ス
モ
ス
広
場
ま

で
の
コ
ス
モ
ス
街
道
を
歩
き
ま
す

（
コ
ス
モ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）。

■
日
時　

10
月
８
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

■
場
所　

コ
ス
モ
ス
広
場
（
真
庭

市
上
水
田
６
３
２
８
―
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

北
房
振
興
局
地
域
振
興
課　

川
上

ＴＥＬ
０
８
６
６（
52
）２
１
１
１

℻
０
８
６
６（
52
）４
４
９
６

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

工
房
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

訓
練
生
募
集

北
部
高
等
技
術
専
門
校

コ
ス
モ
ス
広
場
に
大
集
合

北
房
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

Maniwa19



▲PN ゆゆちゃんさん

吉
よし

田
だ

 朱
あか

里
り

 ちゃん
R4.10.1生まれ（福田）
○応  二朗さん・江津子さん（両親）

石
いし

井
い

 綾
あや

芽
め

 ちゃん
R4.10.4生まれ（下中津井）
○応  和也さん・麻奈美さん（両親）

早
はや

瀧
たき

 碧
あお

衣
い

 ちゃん
R4.10.7生まれ（久見）
○応  駿さん・真依子さん（両親）

◎テーマは
　「公園」です。
公園での思い出や風景、真
庭の公園について思うこと
など、200字程度でお寄せく
ださい。
◎川柳の兼題は
　「庭」です。

　
お便り・川柳は、同封のは
がきをご利用ください。締
め切りは10月25日㈬です。

　

私
の
自
治
会
で
は
、
平
成
28
年

に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
現

在
で
は
９
人
の
防
災
士
が
自
主
防

災
組
織
内
に
い
ま
す
。
多
け
れ
ば

い
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
防

災
士
で
集
ま
っ
て
、
何
を
す
れ
ば

地
域
住
民
が
災
害
か
ら
身
を
守
る

事
が
出
来
る
か
、
自
治
会
の
中
に

要
支
援
者
が
増
え
て
い
な
い
か
、

ど
う
す
れ
ば
災
害
を
私
事
と
し
て

考
え
て
も
ら
え
る
か
な
ど
考
え
て

い
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
活
動
を
通
し
て
、
自
助
、

共
助
で
、
も
し
も
の
時
に
助
か
る

地
域
に
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
で
一
番
恐
ろ
し
い
の

は
地
震
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日

本
は
、
大
地
震
が
起
こ
り
う
る
プ

レ
ー
ト
の
境
目
に
存
在
す
る
国
で

あ
り
、
過
去
に
は
、
数
十
年
に
一

度
の
頻
度
で
大
地
震
が
起
こ
っ
て

い
る
。
近
い
将
来
、
予
測
さ
れ
て

い
る
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
一
瞬

に
し
て
世
界
で
も
最
貧
国
の
一
つ

に
転
落
す
る
危
険
性
す
ら
あ
る
。

大
地
震
へ
の
対
策
と
し
て
、
国

は
、
国
土
強
靭
化
や
首
都
一
極
集

中
の
是
正
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
な

ど
に
、
早
急
か
つ
着
実
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
。
私
た
ち
ひ
と

り
ひ
と
り
も
、
家
庭
に
は
防
災
用

品
を
備
え
て
お
き
、
訓
練
に
参
加

し
防
災
知
識
を
取
得
す
る
な
ど
の

自
助
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
。

　

防
災
と
言
う
言
葉
を
聞
か
な
い

日
が
な
い
程
、
こ
の
言
葉
を
耳
に

し
ま
す
し
、
防
災
の
話
も
良
く
聞

き
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
、

防
災
グ
ッ
ズ
、
訓
練
は
？
私
が
所

属
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
避
難
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
し
、
地
区
の
訓

練
も
あ
り
ま
す
。
防
災
と
は
何
ぞ

や
、
災
害
を
防
止
す
る
事
、
災
害

が
起
き
る
前
提
の
も
と
、
そ
の
被

害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
事
が
減

災
の
考
え
方
？
ゼ
ロ
に
す
る
事
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

が
、
そ
の
活
動
に
携
わ
る
人
達
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
頃

に
住
ん
で
い
た
港
で
は
、
台
風
が

来
る
都
度
に
大
人
た
ち
が
必
死
で

船
を
ロ
ー
プ
で
岸
に
つ
な
ぎ
止
め

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
海

が
近
か
っ
た
せ
い
か
、
波
が
屋
根

の
上
に
バ
サ
ー
と
か
ぶ
さ
り
、
ま

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

◀︎MIT
　ホームページ
　QRコード

●毎月第３火曜日  ほっとまにわいどチャンネルで放送中
●放送時間など詳しくは、テレビの番組表もしくは
　MITホームページをご確認ください。

真庭いきいきテレビコーナー「手話でしゅわわせ」では、
聴覚障がい者や手話言語に対する理解を広げるために、真
庭市内の取り組みや日常で使える手話などを紹介します。

もっと手話のことを知りたい時は
真庭いきいきテレビを見よう

《12月号読書の広場》

今
月
の
テ
ー
マ

「
防
災
」

「
も
し
も
の
時
に
助
か
る
地
域
に
」

PN
防
災
士
Ｕ
さ
ん（
落
合
垂
水
）

「
地
震
へ
の
備
え
を
」

PN
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
さ
ん（
蒜
山
下
長
田
）

「
災
害
と
防
災
？
」

PN
う
～
ち
ゃ
ん
さ
ん（
栗
原
）
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真庭いきいきテレビで放送している
制作番組を紹介するコーナー
「みとすけタイム」です

◆文化情報キャッチ
市内のイベント情報や図書館の行事、おすすめ本などを紹介する番組です。イ
ベント情報では、基本的な情報に加え、資料映像も入れながら紹介するようにし
ています。また各図書館によるおすすめ本の紹介では、毎月個性あふれる本との
出会いがあります。ぜひ皆さんもさまざまな情報をキャッチしてください。
◆中継車の紹介
真庭いきいきテレビでは毎月１回生中継を行っています。その時に欠かせない
のが、この「中継車」です。中身にはてんこ盛りの機械。この機械に数台のカ
メラの映像や音声が入り、ここでスイッチングした（色々な映像を切り替えた
もの）が、皆さんのご家庭のテレビに映ります。

MITホームページ
QRコード▶

その他にもこの広報に挟まれている番組表に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

近
こん

藤
どう

  楓
かえで

 ちゃん
R4.10.11生まれ（惣）
○応  正明さん・菜摘さん（両親）

太
おお

田
た

 乃
の

愛
あ

 ちゃん
R4.10.20生まれ（下市瀬）
○応  一輝さん・ほのかさん（両親）

牧
まき

野
の

 恵
え

奈
な

 ちゃん
R4.10.21生まれ（向津矢）
○応  悠人さん（兄）・心春さん（姉）

海
かい

原
はら

 健
けん

人
と

 くん
R4.10.30生まれ（中河内）
○応  裕介さん・麻衣さん（両親）

★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒７１９-３２９２ 真庭市久世２９２７-2
TEL０８６７-42-１１６３ （FAX１３５３）
E-mail：hisho@city.maniwa.lg.jp

た
、
海
と
陸
の
区
別
が
付
か
な
い
程

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
が
、
今
は

湾
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
海
は
は
る
か

か
な
た
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
か
が

あ
っ
て
人
間
は
知
恵
を
絞
り
、
方
法

を
、解
決
策
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

昨
今
、
真
庭
市
で
も
防
災
に
力
を

入
れ
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
居
ら

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
人

事
で
は
な
く
自
分
の
命
は
ど
う
す

れ
ば
守
る
事
が
出
来
る
か
考
え
、
そ

れ
か
ら
周
囲
の
人
の
命
を
考
え
る
。

テ
レ
ビ
で
も
昨
今
「
自
分
の
命
を
守

る
行
動
を
取
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
命
、
こ
れ

が
基
本
で
す
。現
代
で
は
何
が
有
っ

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
言
葉

通
り
、
常
日
頃
か
ら
お
互
い
に
準

備
し
て
お
き
、
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲PN あひゅさん ▲ 松井勢津子さん
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▲匿名さん▲PN 眠りのくまさんさん

地
域
の
お
宝
を
発
見
!?

　
　
岡
本
玲
香
さ
ん
、遥
香
さ
ん

（
野
原
）

　

吉
地
区
に
あ
る
学
校
の
宿
題
な

ど
を
す
る
寺
子
屋
に
通
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
を
運
営
す
る
先
生
か
ら

誘
わ
れ
て
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
妹
と
一
緒
に

吉
地
区
の
お
宝
を
探
し
ま
し
た
。

実
際
に
巡
っ
て
み
る
と
法
福
寺
や

ハ
ー
ト
の
木
な
ど
お
宝
だ
と
思
い

ま
し
た
。
吉
地
区
の
お
宝
を
知
ら

な
い
人
に
伝
え
て
、
こ
の
地
域
の

ま
ぁ
ぶ
る
正
式
オ
ー
プ
ン
！

ま
ぁ
ぶ
る
正
式
オ
ー
プ
ン
！

　
　
　
松
尾
哲
汰
さ
ん（
鍋
屋
）

　
　
　
松
尾
哲
汰
さ
ん（
鍋
屋
）

　

中
高
生
の
新
た
な
居
場
所

「
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ぁ
ぶ
る
」

事
を
も
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

の
正
式
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
出

席
し
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
こ

の
施
設
の
整
備
活
動
に
参
加
し
、

建
物
の
掃
除
や
家
具
の
組
み
立

て
、「
ど
ん
な
場
所
に
し
て
い
き

た
い
か
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
出
し

な
ど
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
市
内
外
の
多
く
の
人
と
の
関

わ
り
や
学
校
で
は
で
き
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
「
ま
ぁ
ぶ
る
」
を
み
ん
な
が

明
る
く
過
ご
せ
る
場
所
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

木
工
細
工
に
魅
せ
ら
れ
て
︙

浅
雄
行
敏
さ
ん（
上
市
瀬
）

浅
雄
行
敏
さ
ん（
上
市
瀬
）

60
の
手
習
い
と
い
う
こ
と
で
木

工
細
工
を
始
め
、
お
よ
そ
30
年
に

な
り
ま
す
。
始
め
は
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
習

う
よ
り
慣
れ
よ
』
と
い
う
こ
と
で

慣
れ
て
く
る
と
良
い
作
品
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
板
切
れ
を
刻
ん
で

い
く
こ
と
で
、
皿
や
鉢
な
ど
一
つ

の
作
品
が
出
来
上
が
る
と
こ
ろ
が

と
て
も
魅
力
的
で
す
。
指
先
を
動

か
す
の
で
老
化
予
防
に
も
な
り
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

湯原図書館

今月のおすすめの本

〒7１7-0４06 真庭市豊栄１５１５
TEL0867-62-20１４　FAX0867-62-2097
開館時間　9:00～１7:00　
休館日　月曜日　年末年始

『はじめて学ぶ ぼくたちの温泉化学』
森  康則／著　三重大学出版会

『住みたくない星ずかん』
入澤宣幸／著　朝倉世界一／絵　創元社

『キッチン・セラピー』
宇野　碧／著　講談社

『セロひきのゴーシュ』
宮沢賢治／原作　武田美穂／絵　理論社

なんとなくしか知らなくて
入っても気持ちいい温泉。
でもそもそも温泉とは何な
のか。何が含まれているの
か。など、素朴な疑問をや
さしく解説しています。温
泉を科学的に理解すること
で、温泉資源や効果を活用
しましょう。

もしも地球以外の星に住め
るとしたら。月などの太陽
系、天の川銀河、銀河宇宙
の3タイプからさまざまな
物件をご案内。熱い鉄の雨
が降る星、昼と夜が４2年続
く星など、ヤバい星の世界
を紹介します。やっぱり地
球が一番かな。

旅先での出来事をきっかけ
に、人生の迷子になってし
まった大学院生。家事と仕
事と子育てに追われ、自分
の好きなものを忘れてし
まった母親。そんな人々を
料理で癒やす森の中の「診
療所」が舞台の物語です。

ゴーシュは金星音楽団のセ
ロひきです。でも楽団の中
で一番下手。町はずれの壊
れた風車小屋で毎晩一生懸
命練習しています。する
と、大きな三毛猫やカッコ
ウ、子狸や野ねずみの親子
が次々にやってきて…。宮
沢賢治のおなじみの名作童
話を親しみやすい絵本でど
うぞ。
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▲PN ゴリラ一族さん今
月
の1枚

年
金
が
心
豊
か
な
傘
に
な
り　
　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

豊
か
過
ぎ
賞
味
期
限
で
直
ぐ
廃
棄　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

豊
年
を
期
待
し
我
慢
の
熱
帯
夜　
　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

米
寿
す
ぎ
豊
な
心
で
今
日
も
暮
れ　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

お
互
い
の
豊
満
腹
を
け
な
し
呑
む　
　
　
　

酔
翁　
　
　
　

勝
山

戦
後
か
ら
生
き
て
豊
か
さ
知
る
令
和　
　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

黄
金
色
畔
に
零
る
る
穂
の
豊
か　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

君
と
添
い
人
生
豊
か
悔
は
な
し　
　
　
　
　

釣
り
人　
　
　

久
世

万
物
の
豊
作
願
い
鍬
を
持
つ　
　
　
　
　
　

赤
木
和
子　
　

余
野
下

人
情
も
自
然
も
豊
か
お
ら
が
村　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

豊
か
さ
に
慣
れ
て
も
美
味
い
に
ぎ
り
め
し　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

老
い
て
な
お
心
豊
か
に
趣
味
の
会　
　
　
　

則
金
い
ず
み　

鍋
屋

支
え
ら
れ
心
豊
か
に
過
疎
に
住
み　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

子
育
て
を
経
験
豊
か
な
母
に
聞
く　
　
　
　

八
木
順
子　
　

柴
原

豊
か
さ
が
溢
れ
て
昭
和
な
つ
か
し
む　
　
　

道
下
房
子　
　

月
田

豊
か
さ
が
こ
ぼ
れ
で
て
ま
す
ご
み
袋　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

毎
日
を
心
豊
か
に
五
七
五　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
彰　
　
　

上
水
田

今月のレシピ提供

花森 順子さん
（北房支部）

〈
軸
吟
〉
絵
手
紙
に
豊
か
な
秋
の
彩
を
盛
る
　
哲
子

川柳「豊か」 選:落合川柳会　瀬島哲子さん

"背"が高くって気持ちいい
蒜山ホースパークで開かれた乗馬教室に市内の子どもたちが参加し、いつ
もより少し高い目線からの風景や高原の秋風を楽しみました。体験の後は
馬の首元を優しく叩き、感謝の気持ちを伝えていました。

・白玉粉 30ｇ　・絹ごし豆腐 30ｇ
・玉ネギ（スライス）80g
・ニンジン（せん切り）60ｇ
・エノキダケ（半分に切る）４0ｇ
・キャベツ（短冊切り）80ｇ
・パセリ（みじん切り）少量
・バター 大さじ2
・コンソメの素（固形）2個
・水 カップ3（600ml）
・こしょう 少量

①白玉粉と豆腐をよく練り合わせて団
子にして、茹でる。茹であがったら
水にとる。

②鍋にバターを入れて火にかけ、野菜
を炒める。

③②の鍋に水とコンソメの素を加えて
野菜がやわらかくなるまで煮て、こ
しょうをふる。

④深めの器に①の団子を入れ、③の野
菜スープを注ぎ、パセリをふって、
出来上がり。

お好みの野菜を入れても
おいしいです

材料（４人分）

作り方

やわらか団子の野菜スープ

１人分栄養価
エネルギー  98kcal　たんぱく質  2.0g
脂質  ５.４g　炭水化物  １2.2g
食塩相当量  １.2g
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福本  　史和

47

DIYでスケボーパークを製作

福本和史さん（鏡野町）
旧落合町出身。普段は会社員として働く。
シャークスケートパークで行っているスケートボードの
スクールで、コーチも務める。

スクールで指導も行います

シャークスケートパーク
インスタグラム▶

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で

　

目
木
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
『
シ
ャ
ー
ク
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
』は
、24
時
間
出
入
り
が
で
き
る
会
員
制
の
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
で
す
。
こ
こ
を
造
り
上
げ
た
の
が
、
福
本
和
史

さ
ん
で
す
。「
た
く
さ
ん
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
造
り
ま
し
た
。
家
族
で
協
力
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

息
子
の
悠
生
く
ん
が
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
約
20
年
ぶ
り
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
す
る
こ
と
に

な
っ
た
福
本
さ
ん
。し
か
し
、練
習
で
使
用
し
て
い
た
パ
ー

ク
が
、
し
ば
ら
く
休
園
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
シ
ャ
ー
ク
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
作
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。「
１
年
や
っ
て
き
て
、や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
。

い
ろ
い
ろ
面
倒
事
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
遊
び
の
延
長
で
す

か
ら
、
そ
れ
で
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

24
時
間
営
業
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

　

シ
ャ
ー
ク
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、
利
用
者
を
会
員
に
限

定
す
る
こ
と
で
、
24
時
間
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
県
北
に
も
、良
い
パ
ー
ク
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、

午
後
５
時
や
６
時
に
は
閉
ま
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
平

日
は
子
ど
も
の
学
校
の
後
や
、
親
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
行
く
と
な
る
と
、
時
間
が
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
い

つ
で
も
入
れ
る
よ
う
に
し
た
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
を

　
「
将
来
的
に
は
無
料
に
し
た
い
と
い
う
の
が
一
番
思
う

こ
と
で
す
」
と
話
す
福
本
さ
ん
。
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中

で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
と
、
月
１
０
０
円
で
壁
に
ポ

ス
タ
ー
を
貼
れ
る
と
の
こ
と
。「
壁
が
全
部
ポ
ス
タ
ー
で

埋
ま
れ
ば
、
パ
ー
ク
を
無
料
に
で
き
る
計
算
で
す
」
と

話
し
ま
す
。「
そ
れ
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
（
設
備
）
は
ど
ん

ど
ん
作
り
替
え
て
い
き
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
こ
こ

に
し
か
な
い
魅
力
を

出
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」。
福
本
さ
ん
と

シ
ャ
ー
ク
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
の
今
後
に
注

目
で
す
。



市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

■第１05回全国高等学校野球選手権記念大会
　8/6～23　兵庫県
　■第１05回全国高等学校野球選手権記念
　　岡山大会
　　7/8～2５　倉敷市ほか　優勝
　　おかやま山陽高校－
　　　　　　　　　　　土井研照（月田）▶ 

■第58回全国高等専門学校体育大会柔道競技
　8/19～20　千葉県
　■第59回中国地区高等専門学校体育
　　大会（夏季大会）柔道競技
　　7/7～8　岡山市　団体の部　2位
　　　　　　津山高専－池田陽風（下方）▶

■特別国民体育大会（第78回冬季大会）
なぎなた競技　10/1４～16　鹿児島県

　■同大会中国ブロック大会なぎなた競技
　　7/1５～16　山口県　団体戦　優勝
　　　　　　美作高校－金ヶ江凜（大庭）▶

■令和5年度全特生協組合全国ソフトボール大会
　10/1４　大阪府
　■同大会中国地区予選　9/2　広島県　優勝
　　岡山県備中西地区会－
　　（写真左から）中山泰成（下中津井）、道仙博行（宮地）▼

■ねんりんピック愛顔のえひめ2023 ゲートボール交流大会
　10/28～31　愛媛県
　■第35回全国健康福祉祭
　　岡山県予選大会
　　４/1５　新見市　
　　部門優勝
　　　　　　環山チーム▶

  岡山県内の表彰など
■2023年度（第2４回）岡山県ジュニアゴルフ選手権競技
　8/2４　瀬戸内市
　中学生男子の部　2位　堀田　遼（落合垂水）
　小学生高学年男子の部　3位　堀田　和（落合垂水）
■令和5年度第22回西日本大学男子バレーボール学連選抜
　対抗戦
　8/29～31　愛知県
　中国学連選抜－室川武蔵（目木）
■第2４回岡山芸術文化賞
　8/16　岡山市

グランプリ：映像　山﨑樹一郎（都喜足）
　地域貢献賞：美術　岩垣正道（目木）

■第38回わんぱく相撲全国大会　7/30　東京都
■第35回わんぱく相撲東備和気場所

　　6/18　和気町　４年生の部　優勝
　　　　　　　　　　　松尾意駿（勝山）▶

■令和5年度全国高等学校総合体育大会女子バレーボール
　競技大会
　8/1～５　北海道

■令和5年度全国高等学校総合体育大会バレーボール競
　　技岡山県予選会
　　6/3～11　笠岡市　優勝
　　　　　　就実高校－二宗心音（久世）▶

■令和5年度全国高等学校総合体育大会剣道大会
　8/3～6　北海道

■第６2回岡山県高等学校総合体育大会剣道大会
　　6/3～４　笠岡市　団体戦　優勝
　　　　　　玉島高校－宇山結貴（江川）▶

■令和5年度全国高等学校総合体育大会相撲競技大会兼第
　１0１回全国高等学校相撲選手権大会
　8/４～6　北海道

■第６2回岡山県高等学校総合体育大会相撲競技
　　6/3　和気町　無差別級　2位
　　　　　　　　　　　松尾魁心（勝山）▶

■第１0回全国高校生手話パフォーマンス甲子園
　9/2４　鳥取県

■同甲子園動画審査　7/28　地方ブロック枠　１位
　　明誠学院高校－岡田麗音（久世）
■第7１回全日本吹奏楽コンクール
　10/22　愛知県

■第６４回全日本吹奏楽コンクール
　　中国大会
　　8/21　倉敷市　金賞
　　　　明誠学院高校－岡田麗音（久世）▶

　市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国大
会出場・県高位以上を基準に掲載させていただきます。
　皆さんからの情報をお待ちしています。

真庭市キャラクター
「まにぞう」

■ 情報をお寄せください ■
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９
月
２
日
、
落
合
の
吉
地
区
で
集
落
の

将
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か

れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
合

わ
せ
て
1５
人
が
参
加
し
、３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
地
区
の
名
所
、
民
家
と

空
き
家
の
調
査
、
農
地
と
耕
作
放
棄
地
の

調
査
を
行
い
、
集
め
た
情
報
を
ま
と
め
た

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
集
落
を
歩
い
て
回
り
、
住
民
に
聞
き

取
り
調
査
し
、
記
録
を
収
集
。
完
成
し
た

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
は
、
集
落
の
人
た
ち
に

向
け
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
26
日
、GREENable HIRUZEN

で
、「
ひ
る

ぜ
ん
夏
恋
ま
つ
り
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

を
つ
な
げ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
夏
の
終
わ
り
に
広
域
に

わ
た
る
真
庭
の
魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
、
一

般
社
団
法
人
真
庭
観
光
局
が
企
画
。
会
場
で
は
、
市

内
外
の
人
気
飲
食
店
が
マ
ル
シ
ェ
出
店
し
た
ほ
か
、

TOKYO No.1 SOUL SET

に
よ
る
Ｄ
Ｊ
＆
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が
開
か
れ
、
夜
は
湯
原
温
泉
街

で
花
火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
、
観
光
客
が
夏
の
終
わ

り
の
一
日
を
蒜
山
・
湯
原
で
楽
し
み
ま
し
た
。

9
月
2
日
～
3
日
の
２
日
間
、
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
で
第
10
回
ま
に
わ
工
芸
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
や
木
工
、
漆
芸
や

竹
細
工
な
ど
真
庭
工
芸
会
の
メ
ン
バ
ー
約

60
人
に
よ
る
手
作
り
作
品
と
真
庭
い
き
い

き
会
の
作
品
合
わ
せ
て
約
５
０
０
点
を
展

示
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
開
催
を
見

送
っ
て
い
た
た
め
、４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
作
品
を
手
掛

け
た
人
が
訪
れ
た
人
に
作
品
の
特
徴
や
制

作
過
程
を
伝
え
る
な
ど
し
て
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

家屋の調査で地域の人に暮らしなどについて質問

音楽を聞きながらリラックス

細かな細工の作品に目を奪われる

若
者
た
ち
と
考
え
る
将
来
像

吉
縁
起
村
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
り

4
年
ぶ
り
の
工
芸
祭

第
１0
回
ま
に
わ
工
芸
祭

飲食のマルシェ DJパフォーマンスも 湯原での花火の様子

”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催
   第 １ 回ひるぜん夏恋まつり   第 １ 回ひるぜん夏恋まつり
”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催
   第 １ 回ひるぜん夏恋まつり
”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催”夏恋”まつり 初開催
   第 １ 回ひるぜん夏恋まつり
”夏恋”まつり 初開催
   第 １ 回ひるぜん夏恋まつり
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９
月
18
日
、
久
世
駅
近
く
に
「
ユ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
ま
ぁ
ぶ
る
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法

人m
anabo-de

（
マ
ナ
ボ
ー
デ
）
が
10
代

の
新
た
な
居
場
所
を
作
る
た
め
に
開
設
。

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
ほ
か
、
施
設
の
整
備
に
関
わ
っ

た
久
世
中
学
校
と
林
野
高
等
学
校
の
生
徒

が
、
整
備
活
動
の
様
子
や
活
動
で
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
発
表
し

ま
し
た
。
今
後
、
ま
ぁ
ぶ
る
は
週
に
３
回

の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　

９
月
２
日
、
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
を
全
国
優
勝
に
導
い
た
高
原

良
明
監
督
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
原
監
督
は
10
数
年
前
ま
で
無
名
だ
っ
た

高
校
を
全
国
大
会
へ
導
い
た
経
験
か
ら
、

一
人
一
人
が
、
心
を
磨
き
夢
を
持
っ
て
本

気
で
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
、
市
内
の
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
生
徒
や
関
係
者
ら
約
１
８
０
人

が
参
加
。
組
織
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
つ

い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

活動の様子を写真を踏まえながら紹介

人材育成やチーム作りについて講演

10
代
の
居
場
所  

開
設

「
ま
ぁ
ぶ
る
」オ
ー
プ
ン

全
国
制
覇
の
人
材
育
成
語
る

学
芸
館
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
講
演
会

ひなた保育園の園児たち
が、ぶどう狩りを楽しみま
した。立派に育ったぶどう
を子どもたちは目を輝かせ
ながら収穫。お昼ごはん前
ということもあり、甘い果
実を頬張るのが待ちきれな
い様子でした。

9/5 このぶどうはわたしの！！

勝山高等学校蒜山校地の馬
術部 ４人が、団体戦で全国 
　３位、個人戦では三村大河
さんが優勝、楠原颯馬さん
が ４ 位に入賞したことを市
長に報告。個人戦の ２人は、
全日本高等学校馬術連盟の
強化選手に選ばれました。

8/21 馬との練習の成果を報告

水凪（みずなぎ）の庭で、地
域の子どもたちに向けた夏
休み企画が開催されました。
子どもたちは大学生に勉強
を教えてもらうほか、バス
ソルト作りや地層ジオラマ
作り、ジビエバーベキュー
などを楽しみました。

8/21 勉強して遊んでおなかいっぱい

森田強さん（富尾）が8 月21
日に百歳を迎えられまし
た。趣味は民謡や昔語りで、
語り継がれた唄を伝える活
動がテレビに取り上げられ
ることもあったそうです。
長寿の秘けつは早期発見・
早期治療とのことです。

8/21 伝統を語り継いで

森下智惠子さん（上中津井）
が ８月20日に百歳を迎えら
れました。読書をしながら、
日々を穏やかにのんびりと
過ごしているそうです。好
き嫌い無くなんでも食べる
ことが長寿の秘けつとのこ
とです。

8/20 日々を穏やかにのんびりと
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広
報
ま
に
わ 

●
月
号  

令
和
5
年
10
月
1
日
発
行 （
通
巻
222
号
）

10

■
発
行
  真

庭
市
役
所
   ■

編
集
  総

合
政
策
部
秘
書
広
報
課

■
秘
書
広
報
課
　
E
メ
ー
ル
  hisho

@
city.m

aniw
a.lg.jp

〒
719 -3292 岡

山
県
真
庭
市
久
世
2927 -2　

TEL0867 -42 -1163（
FAX1353）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  https://w

w
w
.city.m

aniw
a.lg.jp

9
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ぁ
ぶ
る
」

は
、
県
北
初
の
ユ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
で
す
。
学
校
で
も
家
庭
で
も

な
い
、10
代
の
第
3
の
居
場
所
。

放
課
後
や
休
日
に
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
で
す
。こ
の
写
真
は
、

オ
ー
プ
ン
当
日
に
撮
影
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事

は
27
㌻
）。   

ち
な
み
に
、
こ
の

施
設
は
も
と
も
と
空
き
家
だ
っ

た
の
で
す
。

考えてみる  家と地域の将来の話　P02～
市政トピックス　   　　 　　　 P08～
お知らせ　　　　　    　　　      P10～
真庭が好きっ読者の広場　　 　　P20～
真庭人　福本和史さん　　　 　　P24～
研鑽に栄誉　     　　   　　 P25～
ぐるっと真庭  まちの話題 　　　  P26～

僕らの居場所
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皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
空
き

家
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
最
近
、
空

き
家
に
な
る
で
あ
ろ
う
家
の
話
を
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
で
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た

家
。
一
方
、
そ
う
い
っ
た
空
き
家
に

移
住
を
考
え
て
い
る
人
や
、
空
き
家

を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
今
回
の
特
集
が
、
空
き
家

の
こ
と
や
地
域
の
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。�

村
松

　

今
年
も
暑
～
い
夏
が
過
ぎ
、
朝
夕

と
て
も
涼
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
布
団
を
す
ぐ
に
跳
ね
の
け
る

子
ど
も
た
ち
が
風
邪
を
引
か
な
い
よ

う
、
目
が
覚
め
る
た
び
に
掛
け
直
す

日
々
で
す
。
さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
皆
さ
ん
は
何
を
し
ま
す
か
。
私

は
ま
に
わ
大
運
動
会
一
日
歩
数
プ
ラ

ス
１
２
０
０
歩
に
参
加
中
。
運
動
不

足
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
年

の
秋
は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
い
つ
も

よ
り
歩
こ
う
と
思
い
ま
す
。�

井
上

▲じんおなつきさん
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